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明
治
―
戦
前
に
お
け
る
将
門
純
友
の
乱
（
一
）　

　

明
治
に
な
る
と
近
代
的
な
歴
史
学
研
究
が
始
ま
り
、
将
門
純
友
の
乱
研
究
は
新
た
な
段
階
に
入
る
。
本
章
で
は
、
そ
う
し
た
な
か
で
将

門
純
友
の
乱
の
呼
称
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
か
、
ま
た
そ
れ
は
な
ぜ
な
の
か
を
考
え
て
い
き
た
い
。

　

表
３
は
、
管
見
に
及
ん
だ
限
り
で
は
あ
る
が
、
概
説
書
を
中
心
に
、
将
門
純
友
の
乱
が
ど
の
よ
う
に
称
さ
れ
て
い
る
か
、
ま
た
承
平
年

間
を
中
心
に
純
友
の
動
き
が
ど
の
よ
う
に
叙
述
さ
れ
て
い
る
か
を
調
べ
た
も
の
で
あ
る
。

　

一
八
八
七
年
（
明
治
二
〇
）
帝
国
大
学
に
史
学
科
が
設
置
さ
れ
、
リ
ー
ス
が
着
任
す
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
リ
ー
ス
は
ラ
ン
ケ
流
の
実

証
主
義
を
導
入
す
る
と
と
も
に
、
史
学
会
を
創
立
し
、
史
学
（
会
）
雑
誌
を
発
刊
し
た
。
一
八
八
九
年
に
は
国
史
学
科
が
設
置
さ
れ
、
重

野
安
繹
・
久
米
邦
武
・
星
野
恒
の
三
教
授
が
任
命
さ
れ
る（

（2
（

。
こ
う
し
て
近
代
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学
は
確
立
し
て
い
く
の
だ
が
、
こ
う
し
た

な
か
で
用
い
ら
れ
た
将
門
純
友
の
乱
の
呼
称
は
天
慶
の
乱
で
あ
っ
た
。
重
野
安
繹
・
久
米
邦
武
・
星
野
恒
編
『
国
史
眼
』
は
明
治
初
期
の

考
証
史
学
を
代
表
す
る
通
史
で
、
帝
国
大
学
文
科
大
学
国
史
学
科
の
教
科
書
と
さ
れ
た
も
の
だ
が（

（（
（

、
そ
こ
で
は
両
乱
の
経
過
を
述
べ
た

あ
と
「
是
ヲ
天
慶
ノ
乱
ト
曰
フ
」
と
し
て
い
る
。
同
時
期
の
『
史
学
会
雑
誌
』
に
発
表
さ
れ
た
三
浦
録
之
助
（
周
行
）、
坪
井
九
馬
三
の

論
文
も
「
天
慶
の
乱
」「
天
慶
乱
」
と
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
ま
た
、
そ
の
頃
出
版
さ
れ
た
松
井
広
吉
、
山
名
留
三
郎
、
乙
黒
直
方
、
福
田
久
松
、

小
林
鐵
之
輔
、
大
和
田
建
樹
の
著
書
で
も
天
慶
の
乱
の
呼
称
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

天
慶
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表３　明治ー戦前期の概説書
著　　者 書　　　名 出 版 社 発行年 乱の呼称 承　平　年　間　の　純　友
松井　広吉 日 本 帝 国 史 博 文 館 1889 天 慶 の 乱 海賊討伐の功あり、任満後も還らず
山名留三郎 本 朝 史 要 1889 天 慶 の 乱 伊予掾となるも、任満ちて帰らず、盗をなす
史　学　会 稿 本 国 史 眼 1890 天 慶 の 乱 伊予掾となり淑人と海賊追捕、任満ちて帰京せず
乙黒　直方 日 本 新 歴 史 富 山 房 1891 天 慶 の 乱 －
福田　久松 大日本文明略史 1891 天 慶 の 乱 かつて海賊討伐の功あり、任満後も還らず
小林鐵之輔 大日本帝国全史 1892 天 慶 の 乱 朝廷の命により海賊を追捕、任満ちて帰らず、海盗をなす
有賀　長雄 帝 国 史 略 牧 野 書 房 1893 承平天慶の乱 承平天慶の間に謀反
大和田建樹 新体日本歴史 博 文 館 1894 天 慶 の 乱 －

竹越与三郎 二千五百年史 開 拓 社 1896 － 承平年中に海賊討伐、任満後も帰京せず、承平６年に日振島に
よって劫掠

萩野　由之 大 日 本 通 史 博 文 館 1899 将門純友の乱 承平中海賊を追捕、任満ちて帰京せず、日振島によって官物を
掠める

歴史及地理講習会 国 史 講 義 吉川弘文館 1902 天 慶 の 乱 純友は承平４年に叛す
本多浅治郎 日本歴史講義 金刺芳流堂 1904 承平天慶の乱 任満ちて帰京せず、承平４年に海賊の首領となり日振島による
日本歴史攻究会 参 考日本歴史 魚 住 書 店 1906 天 慶 の 乱 －

池田　晃淵 平 安 朝 史 早稲田大学
出 版 部 1907 将 門 と

純 友 の 乱
任満後も帰京せず、日振島によって海賊の首領となる、承平６
年に紀淑人が追捕

有賀　長雄 大 日 本 歴 史 博 文 館 1907 承平天慶の乱 承平年中淑人と共に海賊追捕、任満後も帰京せず、日振島で掠
奪を事とする

笹川　種郎 帝 国 史 講 義 内田老鶴圃 1907 承平天慶の乱 承平４年に任満後も帰らず海賊の長となり、日振島によって官
物を掠める

黒板　勝美 国 史 の 研 究 文会堂書店 1908 承平天慶の乱 承平に任満後も帰京せず沿海を劫掠

青木　武助 参考日本大歴史 宝 文 館 1909 承平天慶の乱 承平年中淑人と共に海賊追捕、承平４年任満後も帰京せず、海
賊を集めて劫掠す

久米　邦武 裏面より見たる
日 本 歴 史 読売新聞社 1911 天 慶 の 乱 －

高桑　駒吉 日 本 通 史 弘 道 館 1912 承平天慶の乱 承平年中淑人と共に海賊追捕、任満後も帰京せず日振島によっ
て劫掠をなす

青木　武助 校 訂 大 日 本
歴 史 集 成 隆 文 館 1913 承平天慶の乱 承平年中淑人と共に海賊追捕、承平４年任満後も帰京せずに日

振島によって劫掠をなす

吉田　東伍 倒叙日本史　九 早稲田大学
出 版 部 1913 天 慶 の 兵 乱 承平中に海賊を追捕、任満後も帰京せずに多くの人衆を率いる

岡部　精一・
高橋　与惣 大 日 本 歴 史 大同館書店 1913 承平天慶の乱 承平年中淑人と共に海賊追捕、任満後も帰京せず、海賊を集め

て瀬戸内沿岸を劫掠
吉田　東伍 地理的日本歴史 南 北 社 1914 純友将門の乱 任満つるも帰京せず、海賊の首領となって沿海を劫掠

高桑　駒吉 日本歴史通覧 実 業 之
日 本 社 1916 承平天慶の乱 淑人と共に海賊追捕、承平4年任満後も帰京せず、海賊を集め

て沿岸を劫掠
新保　磐次 趣味の日本史 金 港 堂 1916 承平天慶の乱 伊予掾として海賊を追捕、任満後も帰らず日振島による
黒板　勝美 国 史 の 研 究 文会堂書店 1918 純友将門の乱 承平に任満後も帰京せず沿海を劫掠

川上　多助 国 史 講 習 録
平 安 朝 史 国史講習会 1918 天 慶 の 乱 任満ちても帰京せず海賊賊首となり、官物を劫掠、承平６年に

追捕宣旨を受け、帰順
高橋　俊乗 国民日本歴史 富 山 房 1918 承平天慶の乱 任満後も還らず海賊を率いる
長沼　賢海 参考日本歴史 博 文 館 1919 承平天慶の乱 承平中に海賊を討つが、任満ちて帰らず
萩野　由之 註釈日本歴史 博 文 館 1919 天 慶 の 乱 －
大森金五郎 大 日 本 全 史 富 山 房 1921 承平天慶の乱 海賊を討つが、任満後も帰らず、日振島により人衆を率いる

中村徳五郎 新らしき研究
日 本 歴 史 松 雲 堂 1921 天 慶 の 乱 紀淑人と海賊を追捕するが、任満ちて帰らず

高須　梅渓 国民の日本史三
平 安 時 代

早稲田大学
出 版 部 1922 天 慶 の 乱 承平４年に反、承平３年に伊予掾となり海賊を追捕するが、海

賊の仲間に入り、任満後も帰京せずに沿海を横行
栗田　元次 綜合日本史概説 中 文 館 1926 将門純友の乱 －
太田　　亮 日 本 史 精 義 文 献 書 院 1926 天 慶 の 乱 任満後も帰らず、海賊を追捕するが、逆に賊の首領となる

川上　多助 綜合日本史大系三
平 安 朝 史 内 外 書 籍 1930 承平天慶の乱 任満ちても帰京せず、承平６年には海賊首となる、淑人が海賊

平定のため、純友に追捕宣旨を賜い、懐柔
黒板　勝美 更訂国史の研究 岩 波 書 店 1932 承平天慶の乱 承平４年任満後も帰京せず海賊の首魁となり沿海を劫掠

下村三四吉 平 安 朝 史 日本文学社 1932 天 慶 の 乱 承平６年に淑人の下僚として伊予に下る、任満ちても帰京せ
ず、海賊の首魁となり、日振島によって掠奪を事とする

斉藤　斐章 日 本 国 民 史 賢 文 館 1933 天 慶 の 乱 －
白柳　秀湖 民族日本歴史 千 倉 書 房 1935 天 慶 の 乱 淑人と共に海賊を追捕
魚澄惣五郎 日 本 史 新 講 星 野 書 店 1936 承平天慶の乱 任満後も帰京せず、承平４年には日振島により沿海を劫掠
桜井時太郎 国 史 大 観　 二 研 究 社 1936 承平天慶の乱 承平６年以前に反、承平６年懐柔のため海賊追捕を命じられる
川上　多助 日本歴史概説 岩 波 書 店 1937 天 慶 の 乱 任満後も帰らず日振島により官物を掠奪、承平６年に一旦降伏
国民精神研究会 国史と時代の人々 国民図書協会 1938 天 慶 の 乱 －
古田　良一 概観日本通史 同 文 書 院 1939 承平天慶の乱 －

高須芳次郎 紀元二千六百年史
物 語 新 潮 社 1939 天 慶 の 乱 海賊平定に当たるが、任満後も帰京せず、承平６年に反乱をお

こす

田名網　宏 新講大日本史三
平 安 時 代 史 雄 山 閣 1940 承平天慶の乱 承平６年淑人と共に海賊追捕、任満後も帰京せず、日振島に

よって海賊首となり、掠奪を事とする
本宮　泰彦 増補参考新日本史 富 山 房 1943 承平天慶の乱 淑人と共に海賊追捕、任期後も帰京せず、海賊の巨魁となる
市村其三郎 日 本 史 概 堀 書 店 1943 承平天慶の乱 －

鮎沢信太郎 国 史 集 説 照 林 堂 1944 承平天慶の乱 承平年中に海賊追討の官命を受けるが、任満後も帰京せず、日
振島によって海賊首となる
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こ
の
よ
う
に
明
治
二
〇
年
代
頃
ま
で
は
乱
の
呼
称
は
ほ
と
ん
ど
が
天
慶
の
乱
だ
っ
た
の
だ
が
、
明
治
三
〇
年
代
以
降
は
乱
の
呼
称
と
し

て
天
慶
の
乱
よ
り
も
承
平
天
慶
の
乱
の
方
が
多
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
い
か
な
る
理
由
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

将
門
純
友
の
乱
の
う
ち
、
将
門
の
乱
に
つ
い
て
は
、
乱
の
評
価
は
と
も
か
く
、
乱
の
過
程
自
体
に
つ
い
て
は
著
者
に
よ
り
大
き
な
違
い

が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
内
容
に
精
粗
は
あ
る
も
の
の
、
い
ず
れ
の
著
書
も
当
初
は
一
族
間
の
内
紛
で
あ
っ
た
も
の
が
常
陸
国

庁
襲
撃
以
降
は
国
家
へ
の
反
逆
と
な
っ
て
い
く
と
叙
述
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
明
治
に
な
る
と
星
野
恒
「
将
門
記
考
」（『
史
学
会
雑
誌
』

二
、
一
八
九
〇
年
）
な
ど
『
将
門
記
』
の
学
問
的
研
究
が
す
す
み
、『
将
門
記
』
が
将
門
の
乱
研
究
の
中
心
史
料
と
し
て
幅
広
く
共
有
さ

れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
承
平
天
慶
の
乱
が
呼
称
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
理
由
が
将
門
の
乱
の
方
に
あ
る
と
は
思

わ
れ
な
い
。
私
見
で
は
、
承
平
天
慶
の
乱
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
主
な
要
因
は
純
友
の
乱
の
過
程
に
つ
い
て
の
認
識
の
変
化
に
あ
る
。

　

前
章
で
み
た
よ
う
に
、
近
世
後
期
に
な
る
と
『
大
日
本
史
』
の
影
響
を
受
け
て
承
平
六
年
の
純
友
が
海
賊
で
あ
っ
た
と
す
る
も
の
は

み
え
な
く
な
り
、
明
治
に
入
っ
て
も
同
様
の
状
況
は
続
く
。『
大
日
本
史
』
で
は
承
平
六
年
の
純
友
は
紀
淑
人
と
共
に
海
賊
の
追
捕
に
あ

た
っ
て
お
り
、
反
乱
を
起
こ
し
た
の
は
天
慶
二
年
で
あ
る
と
し
て
い
る
の
だ
が
、
明
治
二
〇
年
代
ま
で
は
こ
う
し
た
考
え
方
が
主
流
で

あ
っ
た
。
た
と
え
ば
『
国
史
眼
』
に
「
藤
原
純
友
ハ
伊
予
掾
ト
為
リ
、
国
守
紀
淑
人
ト
海
賊
ヲ
追
捕
シ
」、
三
浦
録
之
助
「
天
慶
の
乱
を

論
ず
」
で
は
「
天
慶
二
年
に
至
り
て
純
友
が
海
賊
の
乱
は
起
り
ぬ
、（
中
略
）
彼
は
前
海
賊
の
乱
に
當
り
て
之
を
追
捕
す
べ
き
宣
旨
を
も

蒙
り
た
る
も
の
に
て
」
と
あ
る
。

　

し
か
し
そ
の
後
は
、
純
友
が
海
賊
を
追
捕
し
て
い
た
こ
と
に
触
れ
ず
に
当
初
か
ら
純
友
は
海
賊
の
首
領
で
あ
っ
た
と
す
る
も
の
や
、
海

賊
追
捕
に
触
れ
た
と
し
て
も
承
平
四
年
あ
る
い
は
承
平
六
年
に
は
純
友
が
海
賊
の
首
領
に
な
っ
て
い
た
と
す
る
も
の
が
増
え
て
い
く
。
前

者
の
例
と
し
て
、
本
多
浅
治
郎
『
日
本
歴
史
講
義
』
に
は
「
伊
予
掾
藤
原
純
友
は
任
期
満
つ
れ
ど
も
帰
ら
ず
紀
元
一
五
九
四
年
承
平
四
年
自
ら

海
賊
を
集
め
て
其
巨
魁
と
な
り
日
振
島
を
根
拠
と
し
て
南
海
、
山
陽
の
沿
海
を
劫
掠
す
る
こ
と
数
年
、
平
将
門
が
下
総
に
拠
り
て
乱
を
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作
す
に
及
び
遙
に
之
に
応
じ
て
益
ヽ
奪
略
を
恣
に
せ
り
」
と
あ
る
。
ま
た
笹
川
種
郎
『
帝
国
史
講
義
』
に
は
「
朱
雀
天
皇
の
承
平
四
年

（
一
五
九
四
）
に
伊
予
掾
藤
原
純
友
な
る
も
の
、
任
満
つ
れ
ど
も
還
ら
ず
し
て
、
自
ら
海
賊
の
長
と
な
り
、
日
振
島
を
根
拠
地
と
し
、
官

物
を
掠
め
、
官
舎
を
焼
き
、
公
然
海
賊
の
大
合
同
を
な
し
た
り
」
と
あ
る
。

　

後
者
の
例
と
し
て
は
、
青
木
武
助
『
校
訂
大
日
本
歴
史
集
成
』
に
「
朝
廷
に
て
は
、
紀
淑
人
を
伊
予
守
に
任
じ
こ
れ
を
追
捕
せ
し
め
給

へ
り
。
時
に
純
友
は
伊
予
掾
な
り
け
れ
ば
、
淑
人
を
た
す
け
て
追
捕
に
従
事
し
た
り
し
が
、
既
に
し
て
、
賊
等
、
淑
人
の
威
信
に
服
し
て

降
参
し
た
り
き
。
然
る
に
純
友
は
異
謀
を
蓄
へ
、
承
平
四
年
国
司
の
任
期
満
ち
た
る
も
京
師
に
還
ら
ず
、
海
賊
を
集
め
て
南
海
・
山
陽
の

二
道
を
劫
掠
し
、
日
振
島
（
中
略
）
に
拠
る
。」
と
あ
り
、
ま
た
高
桑
駒
吉
『
日
本
歴
史
通
覧
』
に
は
「
初
め
純
友
は
伊
予
掾
と
な
り
て

伊
予
守
紀
淑
人
と
共
に
、
南
海
の
海
賊
を
討
ち
し
が
、
承
平
四
年
純
友
異
図
を
蓄
へ
、
任
満
つ
れ
ど
も
帰
国
せ
ず
、
海
賊
を
集
め
て
反
を

企
て
南
海
山
陽
の
沿
岸
地
を
掠
め（

（2
（

」
と
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
純
友
が
海
賊
を
追
捕
し
て
い
た
こ
と
が
み
ら
れ
な
く
な
る
の
に
対
し
、
承
平
年
間
か
ら
す
で
に
純
友
は
海
賊
の
頭
領
と

な
り
日
振
島
を
根
拠
地
に
南
海
山
陽
両
道
沿
海
を
劫
掠
し
て
い
た
と
す
る
論
調
が
強
ま
っ
て
い
く
の
だ
が
、
そ
う
し
た
結
果
純
友
の
乱
は

承
平
年
間
に
始
ま
る
と
す
る
考
え
方
が
出
て
く
る
の
は
自
然
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
歴
史
及
地
理
講
習
会
『
国
史
講
義
』
に
は

「
純
友
叛
承
平
四
年
、
将
門
叛
天
慶
二
年
」
と
あ
る
。
ま
た
本
多
浅
治
郎
『
日
本
歴
史
講
義
』
で
は
「
承
平
の
乱
」
の
項
に
先
掲
の
文
章

を
含
む
純
友
の
乱
の
経
過
が
、
次
い
で
「
天
慶
の
乱
」
の
項
で
将
門
の
乱
の
経
過
が
書
か
れ
て
い
て
、
純
友
の
乱
―
承
平
の
乱
、
将
門
の

乱
―
天
慶
の
乱
と
い
う
捉
え
方
が
な
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
高
須
梅
渓
『
国
民
の
日
本
史
三
平
安
時
代
』
で
は
「
時
の
遅
速
か
ら
云
ふ

と
、
純
友
の
乱
が
将
門
の
乱
よ
り
は
少
し
早
く
爆
発
し
た
。
純
友
は
承
平
四
年
に
、
南
海
に
於
て
叛
旗
を
翻
し
た
の
だ
。」
と
述
べ
ら
れ

て
い
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
と
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
の
が
、
将
門
の
乱
と
純
友
の
乱
の
叙
述
の
先
後
で
あ
る
。『
国
史
眼
』
や
三
浦
録
之
助
「
天
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慶
の
乱
を
論
ず
」
以
来
、
将
門
純
友
の
乱
の
叙
述
に
あ
た
っ
て
は
将
門
の
乱
を
先
に
述
べ
る
の
が
一
般
的
な
の
だ
が
、
純
友
の
乱
を
先
に

述
べ
る
も
の
も
い
く
つ
か
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
先
述
し
た
本
多
浅
治
郎
『
日
本
歴
史
講
義
』
が
そ
の
典
型
だ
が
、
こ
の
他
竹
越
与
三

郎
『
二
千
五
百
年
史
』、
池
田
晃
淵
『
平
安
朝
史
』、
吉
田
東
伍
『
地
理
的
日
本
歴
史
』、
高
須
梅
渓
『
国
民
の
日
本
史
三
平
安
時
代
』
で

も
純
友
の
こ
と
が
先
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
純
友
の
乱
が
将
門
の
乱
よ
り
先
に
承
平
年
間
に
起
き
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
た
め
で

あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
吉
田
東
伍
『
地
理
的
日
本
歴
史
』
で
は
「
純
友
将
門
の
乱
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

最
後
に
、
黒
板
勝
美
『
国
史
の
研
究（

（2
（

』
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。
こ
の
本
は
「
日
本
史
研
究
の
入
門
書
を
か
ね
た
概
説
書
」
で
、

一
九
〇
八
年
、
一
九
一
八
年
、
一
九
三
一
―
三
六
年
の
三
度
に
わ
た
り
刊
行
さ
れ
、
初
版
は
「
同
種
の
書
物
が
な
か
っ
た
の
で
世
の
歓
迎

を
う
け
、
日
本
史
研
究
の
羅
針
盤
で
あ
り
、
研
究
者
必
携
の
書
と
推
賞
せ
ら
れ
た
」。
ま
た
三
版
は
「
第
二
次
世
界
大
戦
ま
で
の
日
本
歴

史
研
究
を
指
導
し
た
意
義
は
大
き
い
」
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
一
九
〇
八
年
の
初
版
を
見
る
と
、
目
次
に
は
「
承
平
天
慶
の
乱
」、
本

文
に
は
「
承
平
に
は
伊
予
大
掾
藤
原
純
友
任
満
つ
て
帰
ら
ず
、
沿
海
を
劫
掠
す
る
あ
り
、
天
慶
に
は
平
将
門
興
世
王
等
の
乱
あ
り
」
と
あ

り
、
純
友
の
乱
が
承
平
年
間
、
将
門
の
乱
が
天
慶
年
間
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
一
九
一
八
年
の
二
版
で
は
、
本
文
は

同
じ
だ
が
、
目
次
が
「
純
友
将
門
の
乱
」
に
変
わ
っ
て
い
て
、
純
友
の
乱
が
先
行
す
る
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
九
三
二
年
の

三
版
で
は
、
目
次
が
「
承
平
天
慶
の
乱
」「
将
門
の
叛
乱
の
概
説
」「
藤
原
純
友
ま
た
叛
す
」「
将
門
純
友
の
乱
平
ぐ
」
と
な
る
が
、
本
文

で
は
純
友
の
乱
の
叙
述
が
「
承
平
天
慶
の
乱
」
の
前
に
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
「
承
平
四
年
に
は
西
に
伊
予
大
掾
藤
原
純
友
任
満
つ

る
も
帰
ら
ず
、
海
賊
の
首
魁
と
な
っ
て
沿
海
を
劫
掠
せ
る
あ
り
、
一
時
紀
淑
人
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
の
海
賊
を
綏
撫
し
得
た
け
れ
ど
、
天
慶

二
年
ま
た
純
友
の
再
挙
と
時
を
同
じ
く
し
て
東
に
平
将
門
の
叛
乱
起
り
、
武
士
の
活
動
始
め
て
史
上
に
現
れ
て
来
た
。」
と
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
三
版
で
は
叙
述
が
詳
し
く
な
り
、
著
者
の
考
え
が
よ
り
明
確
に
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
が
、
純
友
が
海
賊
を
追
討
し
て
い
た
こ
と
に

は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
著
者
は
承
平
四
年
に
は
純
友
が
海
賊
の
頭
目
と
な
っ
て
沿
海
を
劫
掠
し
て
い
た
と
す
る
の
だ
が
、「
藤
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原
純
友
ま
た
叛
す
」「
純
友
の
再
挙
」
と
い
う
言
い
方
か
ら
す
れ
ば
、
純
友
の
乱
が
承
平
年
間
か
ら
始
ま
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
明
治
三
〇
年
代
以
降
は
純
友
が
承
平
六
年
に
海
賊
を
討
伐
し
て
い
た
こ
と
に
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
な
く
な
り
、
逆
に
承

平
年
間
か
ら
す
で
に
海
賊
で
あ
っ
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
う
し
た
結
果
、
承
平
年
間
の
純
友
と
天
慶
年
間
の
純
友
の
違

い
が
あ
い
ま
い
に
な
っ
て
、
純
友
の
乱
が
承
平
年
間
か
ら
始
ま
る
と
さ
れ
、
乱
の
呼
称
も
承
平
天
慶
の
乱
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
く
の
で
あ
る（

（2
（

。

　

六　

明
治
―
戦
前
に
お
け
る
将
門
純
友
の
乱
㈡

　

本
章
で
は
、
明
治
―
戦
前
の
小
学
校
・
旧
制
中
学
校
（
以
下
で
は
中
学
校
と
す
る
）
の
教
科
書
に
み
え
る
将
門
純
友
の
乱
に
つ
い
て
み

て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
な
お
、
い
ず
れ
の
教
科
書
も
将
門
と
純
友
が
反
乱
を
起
こ
し
た
こ
と
が
簡
単
に
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
内
容

面
で
の
差
異
は
あ
ま
り
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
以
下
で
は
将
門
純
友
の
乱
の
呼
称
を
中
心
に
調
べ
る
こ
と
に
す
る（

（2
（

。

　

表
４
は
小
学
校
の
教
科
書
に
み
え
る
乱
の
呼
称
を
表
に
し
た
も
の
で
あ
る（

（2
（

。
こ
れ
を
用
い
て
い
く
つ
か
の
時
期
に
分
け
て
考
察
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

　

明
治
初
年
に
小
学
校
が
発
足
し
た
頃
、
教
科
書
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
の
は
『
日
本
外
史
』、『
国
史
略
』、『
王
代
一
覧
』
な
ど
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
本
来
小
学
校
の
教
科
書
と
し
て
編
集
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
た
め
、
小
学
校
の
目
的
と
必
ず
し

も
合
致
し
て
は
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
一
八
七
二
年
（
明
治
五
）
に
文
部
省
が
編
集
・
刊
行
し
た
の
が
『
史
略
』
で
あ
る
。『
史
略
』
は

い
わ
ば
最
初
の
小
学
校
日
本
史
教
科
書
で
あ
り
、
三
年
後
の
一
八
七
五
年
に
は
『
史
略
』
の
内
容
を
充
実
さ
せ
た
『
日
本
略
史
』
が
同
じ
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く
文
部
省
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。『
史
略
』
や
『
日
本
略
史
』
は
多
く
の
小
学
校
で
教
科
書
と
し
て
用
い
ら
れ
た
が
、
当
時
は
教
科
書
の
使

用
に
つ
い
て
の
規
定
は
な
く
、
教
師
が
適
当
で
あ
る
と
考
え
た
も
の
が
教
科
書
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
た
め
現
場
で
は
い
く
つ
も

の
種
類
の
も
の
が
教
科
書
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
。
南
摩
綱
紀
『
内
国
史
略
』、
上
羽
勝
衛
『
日
本
史
略
』、
棚
谷
元
善
『
国
史
攬
要
』、

笠
間
益
三
『
日
本
略
史
』、
田
中
義
廉
『
日
本
史
略
』
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

　

表
４
に
よ
っ
て
明
治
一
〇
年
代
ま
で
の
教
科
書
を
み
て
み
る
と
、
当
初
は
乱
の
呼
称
が
な
い
も
の
が
多
い
。
こ
れ
は
、『
日
本
外
史
』

『
日
本
政
記
』
を
除
け
ば
一
九
世
紀
以
降
の
歴
史
書
に
は
い
ず
れ
も
乱
に
つ
い
て
の
呼
称
は
み
え
な
い
の
で
、
そ
れ
が
踏
襲
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
。
乱
の
呼
称
が
あ
る
教
科
書
で
は
、
天
慶
の
乱
と
承
平
天
慶
の
乱
の
両
方
が
み
ら
れ
る
が（

（2
（

、
明
治
一
〇
年
代
に
な
る
と
ほ
と

ん
ど
が
天
慶
の
乱
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

一
八
八
一
年
、
小
学
校
教
則
綱
領
が
制
定
さ
れ
、
歴
史
の
教
科
内
容
は
建
国
の
体
制
か
ら
明
治
新
政
府
ま
で
八
つ
の
項
目
か
ら
編
成
す

る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
一
八
八
六
年
か
ら
は
教
科
書
検
定
制
度
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
教
科
書
の
内
容
が
次
第
に
整
え

ら
れ
て
い
く
の
だ
が
、
こ
う
し
た
な
か
で
一
八
八
七
年
に
実
施
さ
れ
た
の
が
歴
史
教
科
書
編
纂
旨
意
書
に
よ
る
歴
史
教
科
書
の
公
募
で
あ

る
。
こ
れ
は
文
部
省
の
示
す
方
針
に
よ
っ
て
教
科
書
を
編
集
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
重
野
安
繹
・
末
松
謙
澄
・
外
山
正
一
・
伊
沢
修

二
・
物
集
高
見
の
五
名
が
委
員
と
な
り
、
歴
史
教
科
書
を
編
集
す
る
た
め
の
編
纂
旨
意
書
が
つ
く
ら
れ
た
。
一
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
た
目

次
を
み
る
と
、
全
体
は
一
二
篇
か
ら
な
り
、
第
四
編
の
細
目
は
「
藤
原
氏
、
醍
醐
天
皇
、
菅
原
道
真
、
天
慶
ノ
乱
、
才
媛
輩
出
、
前
九
年

ノ
戦
、
後
三
条
天
皇
、
政
治
及
風
俗
」（
傍
線
は
筆
者
）
と
な
っ
て
い
て
、
乱
の
呼
称
は
天
慶
の
乱
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
教
科
書
公
募

に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
、
文
部
省
か
ら
刊
行
さ
れ
た
の
が
神
谷
由
道
の
『
高
等
小
学
歴
史
』
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
教
科
書
は
天
慶
の
乱

と
し
て
い
る
。
こ
の
文
部
省
に
よ
る
歴
史
教
科
書
編
纂
旨
意
書
の
公
表
と
検
定
制
度
に
よ
り
明
治
二
〇
年
代
半
ば
に
は
教
科
書
の
編
集
形

式
と
内
容
は
ほ
ぼ
定
ま
っ
た
も
の
と
な
る
。
こ
う
し
た
こ
と
に
よ
り
こ
れ
以
降
乱
の
呼
称
は
天
慶
の
乱
で
ほ
ぼ
統
一
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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揚春樹『新撰日本歴史』
阿部弘蔵『学校用日本歴史』
青山正義『小学古今史話』
杉浦重剛『日本通鑑』
石橋奎『記事本末国史提要』
松本貢『尋常小学日本小歴史』
文部省総務局図書課（神谷由道）『高等小学歴史』
田中登作『日本歴史大要』
岡村増太郎『尋常小学校用日本歴史』
金港堂編輯所『小学日本史略』
松田直一『小学校用日本歴史読本』
黒瀬重暉『小学日本史要門』
浅井政綱『小学日本歴史稿本』
谷口政徳『参考日本歴史講義』
山形悌三郎『帝国小史』
萩野由之『小学国史眼』
田中登作『高等小学古今事歴』
畠山健『小学歴史入門』
天野為之『日本小歴史初歩』
石橋臥波『小学生徒日本地理歴史新書』
松本愛重『尋常小学日本歴史談』
太田百祥『小学帝国史談』
増田千信『高等小学日本歴史』
金港堂編輯所『小学史談』
生田目経徳『尋常科用日本歴史』
秦政治郎『日本帝国歴史』
永江正直『絵入日本歴史』
岡村増太郎『高等小学新歴史』
東久世通禧『高等小学国史』
教育学館『小学日本歴史』
森孫一郎『高等小学日本歴史』
大槻修二『国史要略』
黒木安雄『小学校用日本史談』
東久世通禧『小学国史談』
大村芳樹『新定日本歴史』
育英舎『小学日本歴史初歩』
今泉定介『初等日本歴史』
金港堂『小学校用日本歴史』
育英舎『小学日本歴史』
山県悌三郎『帝国小史第三学年用』
松本貢『本朝史要』
斉藤斐章『新体日本歴史初歩』
烏山譲『小学校用新日本小史』
小林義則『初学史談』
岡村増太郎『小学校用日本歴史』
岩崎申吉『高等小学科日本歴史』
江見勇次郎『日本歴史草稿』
郡保宗『高等小学日本史』

1888
1888
1889
1889
1889
1891
1891
1891
1891
1891
1891
1891
1892
1892
1892
1892
1892
1892
1892
1892
1892
1892
1892
1892
1892
1892
1893
1893
1893
1893
1893
1893
1893
1893
1893
1893
1893
1894
1894
1894
1894
1894
1894
1894
1894
1894
1894
1895

○
○
○
－
○
○
○
○
○
○
－
－
○
○
○
○
○
－
○
○
○
○
○
－
○
○
○
○
○
○
○
○
－
○
○
○
－
○
○
○
○
－
╳
－
○
○
－
○

山形悌三郎『増補帝国小史』
山県悌三郎『新撰帝国小史』
池村鶴吉『初等教科日本小国史』
棚橋一郎『日本歴史』
塙鍵蔵『新体日本小史』
学海指針社『新撰帝国史談』
小林弘貞『新撰日本小史』
普及舎『小学国史』
新保磐次『小学内国史』
山県悌三郎『修正新撰帝国小史』
新保磐次『修正小学内国小史』
東久世通禧『小学国史』
前橋孝義『日本歴史』
中根淑『修正小学日本国史』
学界指針社『修正新撰帝国史談』
育英舎編輯所『小学日本国史』
金港堂編輯所『小学校用修正日本歴史』
教育同志会『新撰小学国史』
右文館『高等小学日本歴史大要』
国光社編輯所『新撰小学国史』
帝国書籍編輯所『歴史教科書』
文学社編輯所『小学歴史教科書』
文部省『小学日本歴史』
文部省『小学日本歴史　巻三』
文部省『小学日本歴史第三学年用』
文部省『尋常小学日本歴史』
文部省『高等小学日本歴史』
文部省『尋常小学日本歴史』
文部省『高等小学日本歴史』
文部省『尋常小学国史』
文部省『高等小学国史』
文部省『尋常小学国史』
文部省『高等小学国史』
文部省『高等小学国史第三学年用』
文部省『小学国史尋常科用』
文部省『初等科国史』
文部省『高等科国史』

1896
1897
1897
1897
1898
1899
1899
1900
1900
1901
1901
1901
1901
1901
1901
1901
1901
1901
1901
1902
1902
1902
1903
1903
1904
1910
1910
1911
1911
1920
1924
1934
1938
1939
1940
1943
1944

○
○
○
○
○
－
○
○
╳
○
○
○
○
○
－
○
○
○
○
○
○
○
－
○
○
－
○
－
○
－
○
－
○
○
－
－
－

� 　＊　○は天慶の乱、╳は承平天慶の乱
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表４　明治－戦前期の小学校教科書

著　者　・　書　名 年次 呼称

大槻東陽『皇朝歴代沿革図解』
南摩綱紀『内国史略』
文部省『史略』
沖修『訓蒙皇国史略』
小林虎『小学国史』
海軍兵学寮『日本志略』
村松良粛『皇朝仮名史略』
清原道彦『国史訓蒙』
森立之『歴朝史要』
大屋愷 『皇統小史』
関吉孝『本朝略史』
亀谷省軒『国史提要』
文部省『改正史略』
木村正辞『日本略史』
大槻東陽『啓蒙国史略』
小杉雅三『訓蒙国史略』
上羽勝衛『日本史略』
村井清『日本史略』
松浦果『小学国史略』
西村兼文『訓蒙国史集覧』
棚谷元善『国史攬要』
市岡正一『校正日本史略』
西野古海『小学日本史略』
鈴木重遠『鼇頭日本史略』
水渓良孝『日本史略』
河村与一郎『日本史略』
笠間益三『日本略史』
笠間益三『鼇頭日本略史』
藤本箭山『小学国史略』
田中義廉『日本史略』
草場廉『国朝史略』
木村正辞『国史案』
河村与一郎『訓蒙挿画仮名国史略』
青木輔清『皇武史略』
堤正勝『標註国史要略』
伊地知貞馨『小学日本史略』
川島楳坪『古今紀要』
荒野文雄『標注小学日本史略』
土方幸勝『日本国史略』
小林義則『小学日本歴史』
藤田久道『漢文日本略史』
笠間益三『新編日本略史』
山名留三郎『小学国史集要』
笠間益三『新刻小学日本略史』
藤井次郎『小学国史略』
石村貞一『小学科本日本略史』

1870
1872
1872
1872
1873
1873
1873
1873
1873
1873
1874
1874
1875
1875
1875
1875
1875
1875
1875
1875
1876
1876
1876
1876
1876
1876
1877
1877
1877
1877
1877
1877
1877
1878
1878
1879
1879
1880
1880
1880
1881
1881
1881
1881
1881
1882

－
－
○
－
－
－
－
○
○
－
－
－
╳
╳
－
－
－
－
○
－
－
－
－
－
－
－
○
○
－
－
－
○
－
○
╳
－
○
○
○
○
－
○
－
○
－
○

笠間益三『鼇頭新撰日本歴史』
石村貞一『小学日本歴史』
近藤瓶城『小学国史略』
椿時中『小学国史記事本末』
伊地知貞馨『増定小学日本史略』
三橋淳『史学教授本』
木村敏『国史提要』
椿時中『小学本邦歴史』
笠間益三『小学日本史』
栗田勤『新刻日本史略』
杉浦重剛『国史初歩』
高橋源太郎『小学歴史問答摘要』
森孫一郎『学校用日本史略』
宮本茂任『小学日本略史』
小幡篤次郎『小学歴史階梯』
岡本監輔『国史紀要』
近藤瓶城『初学日本略史』
古谷傳『日本史要』
岡本賢蔵『国史捷録』
森本確也『本邦歴史』
三島毅『小学日本史』
長尾槇太郎『尋常小学日本歴史』
野沢玄宣『小学日本歴史』
伊地知貞馨『増定小学日本史略』
笹本恕『前科小学帝国史』
大槻文彦『日本小史』
辻敬之『小学校用歴史』
堤正勝『皇朝史鑑』
信夫恕軒『初学日本史』
柏倉一徳『高等小学日本歴史』
志賀二郎『国史要略』
笠間益三『新撰日本略史』
小幡篤次郎『小学国史』
中原貞七『新撰国史』
森孫一郎『訂正学校用日本史略』
信夫恕軒『国史概略』
吉田利行『日本略史』
蒲生重章『小学国史概要』
鈴木弘恭『小学日本歴史』
原田由己『日本史要』
林重治郎『古今史話』
笠間益三『皇朝略史』
山形悌三郎『小学校用日本歴史』
田中義廉『改刻日本史略』
新保磐次『小学日本史』
藤本真『新撰小学歴史』
敬業社『日本小歴史』
岡田熊太郎『新撰小学歴史』

1882
1882
1882
1883
1883
1884
1884
1884
1884
1885
1885
1885
1885
1885
1886
1886
1886
1886
1886
1886
1886
1886
1886
1886
1887
1887
1887
1887
1887
1887
1887
1887
1887
1887
1887
1887
1887
1887
1887
1887
1887
1888
1888
1888
1888
1888
1888
1888

○
○
○
－
－
－
－
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
－
○
○
○
○
－
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
－
○
－
－
╳
○
○
○
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一
九
〇
三
年
、
小
学
校
の
教
科
書
は
国
定
教
科
書
と
な
る
。
国
定
教
科
書
は
一
九
四
五
年
の
敗
戦
ま
で
六
期
に
わ
た
り
刊
行
さ
れ
る

が（
23
（

、
だ
い
た
い
に
お
い
て
尋
常
小
学
校
用
と
高
等
小
学
校
用
の
二
種
類
が
あ
る
（
一
期
は
上
級
学
年
用
と
下
級
学
年
用
）。
尋
常
小
学
校

用
で
は
乱
の
記
述
は
簡
略
で
、
呼
称
は
特
に
な
い
（
三
期
以
降
は
乱
の
記
述
自
体
が
な
く
な
る
）。
こ
れ
に
対
し
、
高
等
小
学
校
用
は
記

述
が
や
や
詳
し
く
、
乱
の
呼
称
を
天
慶
の
乱
と
し
て
い
る
。
六
期
の
『
高
等
科
国
史
』
に
は
み
え
な
く
な
る
が
、
そ
れ
ま
で
の
高
等
小
学

校
用
の
教
科
書
は
い
ず
れ
も
乱
の
呼
称
を
天
慶
の
乱
と
し
て
い
る
。

　

次
に
、
中
学
校
教
科
書
を
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
表
５
は
中
学
校
教
科
書
に
み
え
る
乱
の
呼
称
を
表
に
し
た
も
の
で
あ
る（

22
（

。
こ
の
表

に
よ
る
と
、
一
八
九
八
年
頃
ま
で
は
天
慶
の
乱
が
圧
倒
的
に
多
い
が
、
次
第
に
承
平
天
慶
の
乱
が
増
え
始
め
、
や
が
て
承
平
天
慶
の
乱
が

多
く
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
明
治
時
代
後
期
以
降
は
乱
の
呼
称
が
小
学
校
教
科
書
と
は
異
な
っ
て
い
く
の
で

あ
る
。

　

中
学
校
で
は
一
八
八
一
年
の
教
則
大
綱
で
日
本
史
が
課
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
一
八
七
二
年
の
中
学
教
則
の
歴
史
は
外
国
史
の
み
）。

こ
の
こ
ろ
の
教
科
書
は
教
師
が
自
由
に
選
ぶ
こ
と
が
で
き
、『
日
本
外
史
』、『
国
史
略
』『
皇
朝
史
略
』
の
ほ
か
『
日
本
略
史
』『
内
国
史

略
』
な
ど
小
学
校
と
同
じ
も
の
が
教
科
書
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。

　

一
八
八
六
年
の
中
学
校
令
に
よ
り
五
年
制
の
尋
常
中
学
校
が
で
き
（
一
八
九
九
年
以
降
は
中
学
校
）、
同
年
か
ら
教
科
書
は
検
定
制
と

な
っ
た
。
明
治
二
〇
年
代
に
な
る
と
さ
ま
ざ
ま
な
教
科
書
が
つ
く
ら
れ
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
乱
の
呼
称
を
天
慶
の
乱
と
し
て
い
る
。

　

一
八
九
八
年
、
尋
常
中
学
校
教
科
細
目
調
査
報
告
書
が
出
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
教
科
に
つ
い
て
の
詳
細
な
規
定
は
な
か
っ
た

た
め
、
学
校
間
で
不
均
一
が
生
じ
な
い
よ
う
「
一
定
ノ
準
則
ヲ
定
メ
中
学
教
育
ノ
統
一
ヲ
計
ル
カ
為
ニ
」
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
調

査
委
員
長
は
外
山
正
一
、
歴
史
科
調
査
委
員
は
坪
井
九
馬
三
・
三
宅
米
吉
・
那
珂
通
世
・
箕
作
元
八
で
あ
っ
た
。

　

歴
史
科
の
国
史
細
目
の
う
ち
平
安
時
代
の
部
分
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
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平
安
遷
都
、
蝦
夷
ノ
鎮
定
、
渤
海
入
貢
、
嵯
峨
天
皇
、
入
唐
ノ
高
僧
及
新
宗
派
、
藤
原
氏
及
他
氏
ノ
盛
衰
、
皇
族
賜
姓
、
摂
政
関

白
、
菅
原
道
真
、
延
喜
時
代
、
承
平
天
慶
ノ
乱
、
藤
原
氏
家
門
ノ
争
、
藤
原
道
長
、
和
歌
和
文
ノ
隆
盛
、
刀
伊
ノ
賊
、
地
方
ノ
乱
、

前
九
年
ノ
役
、
後
三
条
天
皇
、
白
河
上
皇
ノ
院
政
、
武
人
ノ
登
用
、
僧
徒
ノ
跋
扈
、
後
三
年
ノ
役
、
風
俗
、
奢
侈
、
服
制
、
保
元
ノ

乱
、
平
治
ノ
乱
、
平
氏
ノ
繁
栄
、
諸
源
ノ
挙
兵
、
平
氏
ノ
滅
亡
（
傍
線
は
筆
者
）

　

こ
の
尋
常
中
学
校
教
科
細
目
は
そ
の
後
修
正
が
加
え
ら
れ
、
一
九
〇
二
年
に
中
学
校
教
授
要
目
と
し
て
制
定
さ
れ
た
。
こ
の
中
学
校
教

授
要
目
は
各
学
科
目
の
教
授
内
容
を
詳
細
に
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
中
学
校
の
教
育
内
容
が
統
一
さ
れ
た（

2（
（

。
日
本
歴
史
の
う

ち
平
安
時
代
の
部
分
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

平
安
奠
都
、
蝦
夷
ノ
鎮
定
、
渤
海
ノ
入
貢
、
嵯
峨
天
皇
、
入
唐
ノ
高
僧
及
新
宗
派
、
漢
文
学
及
学
校
ノ
設
立
、
藤
原
氏
及
他
氏
ノ
盛

衰
、
皇
族
賜
姓
、
摂
政
関
白
、
菅
原
道
真
、
延
喜
時
代
、
地
方
ノ
状
況
、
承
平
天
慶
ノ
乱
、
藤
原
氏
家
門
ノ
争
、
藤
原
道
長
、
国
文

ノ
隆
盛
、
工
芸
、
風
俗
、
刀
伊
ノ
乱
、
地
方
ノ
乱
、
前
九
年
ノ
役
、
後
三
条
天
皇
、
院
政
、
武
人
ノ
登
用
、
僧
徒
ノ
跋
扈
、
後
三
年

ノ
役
、
源
氏
、
保
元
ノ
乱
、
平
治
ノ
乱
、
平
清
盛
、
平
氏
ノ
繁
栄
、
諸
源
ノ
挙
兵
、
平
氏
ノ
滅
亡
（
傍
線
は
筆
者
）

　

両
者
を
み
る
と
、
一
部
に
違
い
は
あ
る
が
、
だ
い
た
い
は
同
じ
で
あ
る
。
乱
の
呼
称
は
い
ず
れ
も
「
承
平
天
慶
ノ
乱
」
で
あ
る
。

　

こ
の
一
九
〇
二
年
の
中
学
校
教
授
要
目
制
定
に
よ
り
中
学
校
教
科
書
の
内
容
も
均
一
化
さ
れ
た
も
の
と
な
る
。
そ
の
こ
と
は
多
く
の
教

科
書
が
中
学
校
教
授
要
目
に
準
拠
し
て
編
纂
し
た
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
表
５
を
み
る
と
一
八
九
八
年
か

ら
乱
の
呼
称
を
承
平
天
慶
の
乱
と
す
る
も
の
が
増
え
始
め
る
。
こ
れ
は
尋
常
中
学
校
教
科
細
目
調
査
報
告
書
が
出
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
あ
る
（
い
く
つ
か
の
教
科
書
に
は
教
科
細
目
に
拠
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
）。
そ
し
て
、
中
学
校
教
授
要
目
が
定
め
ら
れ
た

一
九
〇
二
年
以
降
は
多
く
の
教
科
書
が
承
平
天
慶
の
乱
と
な
る（

22
（

。
な
お
、
一
九
四
三
年
（
昭
和
一
八
）
に
中
学
校
も
国
定
教
科
書
と
な
る

が
、
そ
こ
で
の
呼
称
も
承
平
天
慶
の
乱
で
あ
る（

22
（

。
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大森金五郎『中等日本歴史』
真崎誠『帝国史綱』
峰岸米造『日本略史』
笹川種郎『国史要』
史学界編輯所『日本史要』
野村浩一『国史綱要』
辻善之助『新編国史教科書』
依田喜一郎『中学日本歴史』
横井時冬『中等教科国史撮』
歴史編輯部『中等教科日本歴史』
和田万吉『日本歴史』
上原益三『中等日本歴史』
依田喜一郎『中学日本史綱』
下村三四吉『中学本邦史略』
藤岡継平『中等日本史』
岡部精一『修正日本史綱』
上原益蔵『新日本史』
原秀四郎編『中等国史教科書』
上原益蔵『新日本小史』
中村徳五郎『新撰国史提要』
笹川種郎『日本小歴史』
峰岸米造『新編日本略史』
斉藤斐章『統合歴史教科書日本史』
大森金五郎『日本歴史教科書』
藤田明『中等日本歴史』
藤田明『中等日本歴史　訂正三版』
三上参次『中等教科にほんれきし』
黒板勝美『新訂日本歴史』
峯岸米造『中学校用歴史教科書日本歴史』
笹川種郎『新編日本史教科書』
上原益蔵『新国史』
萩野由之『新制中学国史』
依田喜一郎『中学日本史』
長沼賢海『中等国史略』
沼田頼輔『新編日本史要』
三浦周行『中等教育日本史教科書』
渡辺世祐『新編日本歴史教科書』
斉藤斐章『中等歴史教科書日本史』
藤田明『増訂中等日本史』
妻木忠太『最新日本歴史解釈』
三省堂『中学校用日本歴史教科書』
藤岡継平『統一中等歴史教科書日本史』
芝葛盛『修訂中学日本歴史』
長沼賢海『中等教科皇国史略』
斉藤斐章『中学校用統合歴史教科書日本史』
朱牟田轍『最新日本歴史詳解』
伊木寿一『新国史』
松本重彦『普通教育国史教科書』

1903
1904
1904
1904
1905
1905
1905
1905
1905
1905
1905
1905
1905
1905
1906
1906
1906
1907
1907
1907
1908
1908
1908
1910
1910
1911
1911
1911
1911
1911
1912
1912
1912
1912
1912
1913
1915
1915
1916
1917
1917
1917
1917
1918
1918
1920
1921
1921

╳
╳
╳
╳
╳
○
╳
○
○
○
○
╳
╳
○
╳
╳
╳
╳
○
○
╳
○
○
╳
○
╳
○
╳
╳
╳
○
╳
╳
╳
╳
╳
╳
○╳
╳
╳
╳
╳
╳
╳
╳
╳
╳
╳

松本重彦『帝国史綱』
中村孝也『修正中等日本史』
大森金五郎『中等日本歴史教科書』
八代国治『新体日本史　一年用』
峯岸米造『中学校用日本歴史教科書』
幸田成友『新定日本歴史』
文献書院編輯部『中等教科新編日本史』
斉藤斐章『中等日本史』
大森金五郎『中等教育新体国史教科書』
峯岸米造『中学校用最新国史』
藤懸静也『中等国史』
三省堂編輯所『中等教科日本歴史教科書』
芝葛盛『新編中学国史』
藤井甚太郎『改訂中学日本歴史教科書』
富山房編輯部『上級用中等国史』
渡辺世祐『新制国史』
古田良一『新制中等国史』
栗田元次『新制綜合日本史』
大森金五郎『改訂新体国史教科書』
笹川種郎『統合新国史』
高柳光寿『改訂中等日本史』
木宮泰彦『新日本史３・４・５学年用』
三省堂編輯所『新制日本史』
三省堂編輯所『新定日本史』
井野辺茂雄『帝国小史』
芝葛盛『新制国史』
中村孝也『綜合新国史』
辻善之助『三訂新編国史』
松本彦次郎『綜説皇国史』
三省堂『中学国史教科書』
古田良一『新修中等国史』
木宮泰彦『新日本史　初級用』
八代国治『新体日本史　一年用』
八代国治『新体日本史　四年用』
芝葛盛『新制皇国史』
龍粛『新日本歴史』
及川儀右衛門『新修国史』
広島高等師範学校附属中学校歴史研究会『新撰国史』
長沼賢海『中学校用皇国史』
魚澄惣五郎『新修日本史』
栗田元次『新体中学綜合国史』
幸田成友『新撰日本歴史』
清原貞雄『中学国史要』
文部省『歴史　皇国編』

1922
1922
1923
1923
1924
1925
1926
1926
1926
1926
1927
1927
1927
1929
1929
1932
1932
1933
1933
1933
1933
1933
1934
1934
1934
1934
1935
1936
1936
1937
1937
1937
1937
1937
1937
1937
1937
1937
1938
1938
1939
1939
1941
1945

╳
╳
╳
╳
╳
○
╳
╳
╳
○╳
╳
╳
╳
╳
○
╳
╳
╳
╳
╳
╳
╳
╳
╳
○
○
╳
╳
╳
╳
╳
○
○
╳
○
╳
╳
╳
╳
╳
╳
○
╳
╳

� 　＊　○は天慶の乱、╳は承平天慶の乱
� ○╳は両方の呼称がみえるもの　
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表５　明治－戦前期の中学校教科書

著　者　・　書　名 年次 呼称

林善助『新体日本歴史』
嵯峨正作『日本史綱』
天野為之『日本歴史』
萩野由之『日本歴史』
黒崎信『普通日本歴史』
秦政治郎『日本帝国歴史』
黒川真頼『中等教育日本通史』
新保磐次『日本史要』
高津鍬三郎『にほんれきし教科書』
勝浦鞆雄『皇国史要』
宇都宮安明『日本小歴史』
岡田辰次郎『中学日本歴史』
増田于信『新撰日本小歴史』
千阪庸夫『新撰帝国史綱』
浜口庄吉『新撰日本歴史』
棚橋一郎『中等教育日本史要』
大槻文彦『増訂日本小史』
田中稲城『中等教科日本歴史』
鳥野幸次『中学国史』
実学館『中学日本歴史』
岡部精一『中等日本歴史』
小林弘貞『中学教科帝国史綱』
勝浦鞆雄『皇国小史』
修文館編輯部『新撰皇国史』
高橋健自『中等国史教科書』
高津鍬三郎『新編本邦小史』
藤岡作太郎『国史綱』
萩野由之『中学国史』
中等学科教授法研究会『中学教程日本歴史』
関藤成緒『中等教育皇国新史』
東久世通禧『中学国史』
笹川種郎『中学教科日本小史』
重田定一『中学日本史』
谷島喜多郎『日本歴史』
高橋光正『新撰日本歴史』
岡田辰次郎『新体皇国小史』
中等学科教授法研究会『中学教程新撰日本歴史』
大森金五郎『国史読本』
石田新太郎『中等教科日本歴史』
岡部精一『中等帝国小史』
菊池謙二郎『新体皇国史綱』
重田定一『日本歴史』
小中村義象『改刪日本史要』
山崎庚午太郎『中学日本史要』
藤岡作太郎『新編日本史教科書』
新保磐次『新編内国小史』

1887
1888
1890
1891
1891
1892
1892
1893
1894
1894
1894
1895
1895
1895
1895
1895
1896
1896
1896
1896
1896
1897
1897
1897
1897
1897
1897
1897
1897
1897
1897
1897
1897
1897
1898
1898
1898
1898
1898
1898
1898
1898
1899
1899
1899
1899

○
○
○
○
○
○
○
╳
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○╳
○
○
○
○
○
○
╳
○
╳

峰岸米造『内国史綱』
松島剛『帝国史要』
横山達三『初等帝国史』
大町芳衛『中等教科帝国史』
棚橋一郎『新編日本史要』
藤井乙男『新撰帝国小史』
伊東尾四郎『中等教科日本小史』
本田浅次郎『新編日本歴史』
高桑駒吉『新編皇国史要』
峰岸米造『本邦史綱』
大林徳太郎『中学日本史要』
堀正一『中学国史紀要』
箕田申之『中学日本史』
峰岸米造『国史教科書』
高橋健自『新撰国史』
和田万吉『日本歴史大綱』
伊東尾四郎『中等教科国史要』
勝浦鞆雄『国史綱』
中野礼四郎『帝国歴史』
青木武助『中等教育日本の歴史』
笹川種郎『新中学日本史』
沼田頼輔『中等日本歴史』
中等教育研究会『問答体日本歴史』
普通教育研究会『帝国史要』
興文社『国史鈔』
磯田良『日本歴史大綱』
森六蔵『新編日本歴史』
津田左右吉『国史教科書』
興文社『中等日本歴史』
西浦泰治『日本歴史教科書』
本多浅次郎『日本歴史教科書』
藤岡作太郎『日本史教科書』
有賀長雄『改訂中学校用国史教科書』
新保磐次『日本歴史』
重田定一『中等国史略』
重田定一『初等中学国史』
萩野由之『中学国史　一年級用』
高橋健自『中学日本小史』
棚橋一郎『日本歴史教科書』
本多辰次郎『中等教育帝国史要』
有賀長雄『国史教科書』
本田浅次郎『日本帝国史』
斉藤斐章『補習帝国史綱』
斉藤斐章『五年級用日本歴史』
普通教育研究会『日本史要』
大森金五郎『中学日本歴史教科書』
横井時冬『国史攬要』
佐藤小吉『中等教科日本史綱』

1899
1899
1899
1899
1899
1899
1900
1900
1900
1900
1900
1900
1900
1901
1901
1901
1901
1901
1901
1901
1901
1901
1901
1901
1901
1902
1902
1902
1902
1902
1902
1902
1902
1902
1902
1902
1902
1902
1902
1902
1902
1902
1902
1902
1903
1903
1903
1903

╳
○
○
○
○
○
○╳
○
○╳
○
╳
○╳
○
╳
╳
○
○
╳
○
╳
○
○
○
╳
○
○
○╳
○
╳
╳
╳
╳
╳
╳
╳
╳
╳
╳
╳
╳
╳
○
○
○
╳
○╳
╳
╳
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こ
の
よ
う
に
尋
常
中
学
校
教
科
細
目
、
さ
ら
に
は
中
学
校
教
授
要
目
で
乱
の
呼
称
が
承
平
天
慶
の
乱
と
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
中
学
校

教
科
書
で
は
承
平
天
慶
の
乱
の
呼
称
が
一
般
的
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
小
学
校
と
中
学
校
の
教
科
書
に
お
け
る
将
門
・
純
友
の
乱
の
呼
称
を
み
て
き
た
が
、
小
学
校
教
科
書
は
、
明
治
初
期
に
は
乱
の

呼
称
が
な
い
も
の
が
多
い
が
、
そ
の
後
は
昭
和
に
至
る
ま
で
ほ
ぼ
天
慶
の
乱
の
呼
称
が
用
い
ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
中
学
校
教
科
書
は

当
初
は
天
慶
の
乱
で
あ
っ
た
が
、
一
八
九
八
年
の
尋
常
中
学
校
教
科
細
目
、
一
九
〇
二
年
の
中
学
校
教
授
要
目
制
定
以
降
は
そ
の
多
く
が

承
平
天
慶
の
乱
に
な
る
。
つ
ま
り
、
明
治
二
〇
年
代
ま
で
は
小
学
校
教
科
書
・
中
学
校
教
科
書
と
も
に
天
慶
の
乱
だ
っ
た
の
だ
が
、
明
治

三
〇
年
代
以
降
は
両
者
の
間
で
呼
称
に
違
い
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

七　

戦
後
に
お
け
る
将
門
純
友
の
乱

　

本
章
で
は
、
戦
後
に
な
る
と
将
門
純
友
の
乱
が
ど
の
よ
う
に
称
さ
れ
る
か
を
み
て
い
き
た
い
。

　

表
６
は
、
戦
後
に
出
さ
れ
た
概
説
書
に
み
え
る
将
門
純
友
の
乱
の
呼
称
を
調
べ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
一
九
八
〇
年
代
ま

で
は
、
一
部
を
除
き
、
い
ず
れ
も
承
平
天
慶
の
乱
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
明
治
時
代
末
か
ら
昭
和
戦
前
期
は
、
承
平
天
慶
の
乱
が
多
く

な
っ
た
と
は
い
え
、
天
慶
の
乱
も
少
な
か
ら
ず
用
い
ら
れ
た
の
だ
が
、
戦
後
に
な
る
と
天
慶
の
乱
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
く
な
る
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
最
初
に
述
べ
た
よ
う
に
、
近
年
は
天
慶
の
乱
の
呼
称
が
増
え
て
い
る
。

　

承
平
年
間
の
純
友
に
つ
い
て
は
、
一
九
五
〇
年
代
ま
で
は
、
海
賊
の
首
領
と
し
て
日
振
島
を
根
拠
に
官
物
私
財
を
劫
掠
し
て
い
た
と
す

る
も
の
が
多
く
、
一
九
六
〇
年
代
か
ら
は
、
海
賊
の
首
領
で
あ
っ
た
が
承
平
六
年
に
懐
柔
の
た
め
追
捕
宣
旨
が
下
さ
れ
た
と
い
う
考
え
が

一
般
的
と
な
る
。
た
だ
ど
ち
ら
も
承
平
年
間
の
純
友
は
海
賊
首
で
あ
っ
た
と
す
る
点
は
同
じ
な
の
で
、
呼
称
は
承
平
天
慶
の
乱
が
用
い
ら
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表６　戦後の概説書
編 著 者 書　　　名 出 版 社 発行年 乱の呼称 承　平　年　間　の　純　友

豊田　　武 概説日本歴史 大 阪 教
育 図 書 1948 承平天慶の乱 任満後も帰京せず、日振島に拠って海賊を操る

家永　三郎 新 日 本 史 富 山 房 1949 承平天慶の乱 －

史　学　会 日 本 史 概 観 山川出版社 1950 承平天慶の乱 海賊を糾合し、日振島に拠って勢威を振るう
芳賀幸四郎 日本史新研究 池 田 書 店 1950 承平天慶の乱 －
坂本　太郎 日 本 史 概 説 至 文 堂 1950 承平天慶の乱 海賊首として官物私財を強奪、一旦は紀淑人に恭順

赤松　俊秀・
柴田　　実

京大日本史２
古代国家の展開 創 元 社 1951 天 慶 の 乱 －

西山松之助・
若井　秀夫 絶 対 日 本 史 研 数 書 院 1951 承平天慶の乱 承平６年に日振島を中心に海賊を働く

石井　良助 日 本 史 概 説 創 文 社 1953 承平天慶の乱 －
石母田　正・
松島　栄一 日本史概説Ⅰ 岩 波 書 店 1955 承平天慶の乱 承平６年に伊予国で反乱を起こす

藤木　邦彦 日 本 全 史 ３
古 代 Ⅱ 東大出版会 1959 承平天慶の乱 伊予国に土着し、日振島によって瀬戸内海を荒らす、承平６年

に紀淑人は追討宣旨を与えて懐柔

岡田　章雄他 日本の歴史３平 安 貴 族 読売新聞社 1959 将門と純友の乱 任満後も帰京せず、承平６年には海賊首となり、日振島に拠って猛威を振るう

高柳　光寿・
渡辺　　実 世紀別日本史 明 治 書 院 1961 承平天慶の乱 －

宝月　圭吾・
児玉　幸多 日 本 史 概 論 吉川弘文館 1962 承平天慶の乱 －

井上　　清 日 本 の 歴 史 岩 波 書 店 1963 将門純友の乱 土着して土豪の首領となり、承平６年に反乱を起こす

北山　茂夫 日本の歴史４
平 安 京 中央公論社 1965 承平天慶の乱 任満後も帰京せず、海賊の首領となる、承平６年に紀淑人は追

討宣旨を下して懐柔

黒田　俊雄 体系日本歴史２
荘 園 制 社 会 日本評論社 1967 承平天慶の乱 －

柴田　　実 国民の歴史６
王 朝 文 化 文 英 堂 1968 天 慶 の 乱 －

目崎　徳衛 日本歴史全集４
平 安 王 朝 講 談 社 1969 承平天慶の乱 海賊の首領として官物私財を掠奪、承平６年に紀淑人に懐柔さ

れ海賊を追捕

北山　茂夫 王朝政治史論 岩 波 書 店 1970 承平天慶の内乱 海賊の首領となるが、承平６年に政府は海賊追捕を命じて懐柔

坂本　賞三 日本の歴史６
摂 関 時 代 小 学 館 1974 承平天慶の乱 土着して海賊の首領となるが、承平６年に政府は海賊追捕の宣

旨を下して懐柔

林　　陸朗 古代末期の反乱 教 育 社 1977 平将門の乱、
藤原純友の乱

任満後も帰京せず、海賊の首領となる、承平６年に政府は追討
宣旨を下して懐柔

（上横手雅敬）日本の歴史４平 安 貴 族 研 秀 出 版 1977 承平天慶の乱 土着して海賊の首領となる、承平６年に政府は懐柔のため海賊
追討を命じる

笹山　晴生 日本古代史講義 東大出版会 1977 承平天慶の乱 土着し海賊を率いて承平６年以後各地を侵略

井上光貞他 日本歴史大系１
原 始・ 古 代 山川出版社 1984 承平天慶の乱 任満後も伊予国内に住み、瀬戸内海の海賊を糾合して首領とな

る

棚橋　光男 大系日本の歴史４
王 朝 の 社 会 小 学 館 1988 承平天慶の乱 承平６年には海賊の首領となる

網野　善彦 日本社会の歴史 岩 波 書 店 1997 天 慶 の 乱 警固使として紀淑人と共に海賊の鎮圧・懐柔にあたる

保立　道久 日本の歴史３
平 安 時 代 岩 波 書 店 1999 承平天慶の乱 －

朝尾　直弘他 要説日本歴史 東京創元社 2000 承平天慶の戦争 －
佐々木潤之介他 概 論日本歴史 吉川弘文館 2000 天 慶 の 乱 承平年間に紀淑人とともに海賊追捕に活躍

下向井龍彦 日本の歴史７
武士の成長と院政 講 談 社 2001 天 慶 の 乱 承平６年に海賊追捕宣旨を受け、警固使として伊予に下り、海

賊集団を投降させる
吉川　真司 平 安 京 吉川弘文館 2002 天 慶 の 乱 承平６年に追捕宣旨を受け、海賊追捕に功績をあげる

宮地　正人 世界各国史１
日 本 史 山川出版社 2008 承平天慶の乱 海賊追捕に加わったことにより、承平６年に海賊が投降

川尻　秋生 日本の歴史４
揺れ動く貴族社会 小 学 館 2008 天 慶 の 乱 承平６年に警固使として追捕宣旨に基づき海賊を鎮圧

佐々木恵介 天皇の歴史３
天皇と摂政・関白 講 談 社 2011 承平天慶の乱 土着して海賊行為を働いたり、逆に海賊追捕をしたりする

川尻　秋生 シリーズ日本古代史５
平 安 京 遷 都 岩 波 書 店 2011 天 慶 の 乱 承平６年に追捕宣旨を受け、海賊を鎮圧



五
〇

れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

次
に
、
戦
後
の
高
校
と
中
学
校
の
教
科
書
に
つ
い
て
調
べ
て
み
た
い
。

　

表
７
は
戦
後
の
高
校
日
本
史
教
科
書
に
み
え
る
乱
の
呼
称
を
調
べ（

22
（

、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
科
書
の
数
を
五
年
ご
と
に
集
計
し
た
も
の
で
あ

る
。
Ａ
は
乱
の
呼
称
を
将
門
純
友
の
乱
（
将
門
の
乱
、
純
友
の
乱
）
と
す
る
、
あ
る
い
は
将
門
純
友
の
名
の
み
み
え
る
も
の
、
Ｂ
は
乱
の

呼
称
を
承
平
天
慶
の
乱
と
す
る
も
の
、
Ｃ
は
乱
の
呼
称
を
天
慶
の
乱
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
表
に
よ
る
と
、
一
九
五
〇
年
代
前
半
ま

で
は
Ｂ
よ
り
も
Ａ
の
方
が
多
い
が
、
同
後
半
か
ら
Ｂ
が
多
く
な
り
、
一
九
六
〇
年
代
以
降
は
ほ
と
ん
ど
が
Ｂ
と
な
る
。
Ｃ
は
一
九
五
〇
年

代
後
半
の
二
例
の
み
で
あ
る（

22
（

。
つ
ま
り
、
一
九
五
〇
年
代
ま
で
は
将
門
純
友
の
乱
な
ど
と
す
る
も
の
も
多
い
が
、
一
九
六
〇
年
代
以
降
は

乱
の
呼
称
は
承
平
天
慶
の
乱
で
ほ
ぼ
統
一
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

中
学
校
教
科
書
に
つ
い
て
同
様
の
調
査
を
行
っ
て
み
る
と
、
ほ
と
ん
ど
が
将
門
や
純
友
が
反
乱
を
起
こ
し
た
こ
と
の
み
を
記
す
、
あ
る

い
は
将
門
純
友
の
乱
（
将
門
の
乱
、
純
友
の
乱
）
と
し
て
い
て
、
年
号
を
用
い
た
乱
の
呼
称
が
み
え
る
の
は
一
部
の
み
で
あ
る（

22
（

。

　

最
後
に
、
日
本
史
関
係
の
辞
書
の
項
目
（
見
出
し
）
を
調
べ
て
み
た
い
。
表
８
は
各
辞
書
に
お
け
る
承
平
天
慶
の
乱
と
天
慶
の
乱
の
項

目
の
有
無
を
調
べ
た
も
の
で
あ
る
。
○
は
項
目
と
解
説
文
が
あ
る
も
の
（
本
見
出
し
）、
×
は
項
目
が
な
い
も
の
、
△
は
項
目
は
あ
る
が

解
説
文
は
な
い
も
の
（
仮
見
出
し
）
で
あ
る
。
戦
前
の
辞
書
は
一
つ
し
か
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
天
慶
の
乱
で
項
目
が
立
て
ら
れ
て

い
る
。
戦
後
は
本
見
出
し
は
い
ず
れ
も
承
平
天
慶
の
乱
で
あ
る
。
二
〇
〇
〇
年
代
に
な
る
と
仮
見
出
し
で
は
あ
る
が
天
慶
の
乱
の
項
目
の

あ
る
辞
書
が
増
え
て
い
る
。
こ
れ
は
近
年
の
研
究
動
向
が
反
映
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
一
方
で
、
一
九
五
〇
―
八
〇
年
代
の
辞
書
に

も
天
慶
の
乱
の
仮
見
出
し
の
あ
る
も
の
が
少
な
か
ら
ず
見
う
け
ら
れ
る
点
は
興
味
深
い
。
こ
れ
は
、
戦
後
に
な
る
と
概
説
書
や
教
科
書
で

は
天
慶
の
乱
の
呼
称
が
ほ
ぼ
消
え
る
が
、
戦
前
は
天
慶
の
乱
が
少
な
か
ら
ず
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
名
残
か
も
し
れ
な
い
。

　

以
上
、
戦
後
に
お
け
る
将
門
純
友
の
乱
の
呼
称
を
調
べ
て
き
た
が
、
戦
後
は
天
慶
の
乱
は
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
な
く
な
り
、
承
平
天
慶
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の
乱
が
一
般
的
と
な
る
。
つ
ま
り
、
戦
後
に
な
る
と
承
平
天
慶
の
乱
の
呼
称
が
定
着
す
る
の
で
あ
る
。

表７　戦後の高校教科書

A B C
～1954
1955～
1960～
1965～
1970～
1975～
1980～
1985～
1990～
1995～
2000～
2005～

12
９
１
１
１
０
０
０
０
１
０
０

３
22
22
33
32
15
25
26
28
31
12
９

０
２
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

表８　日本史関係辞書

辞　書　名 出　版　社 出版年 承平天
慶の乱

天慶
の乱

国史大辞典
日本史辞典
日本歴史大辞典
岩波小辞典日本史
日本史小辞典
標準日本史辞典
日本史事典
国史大辞典
新編日本史辞典
日本史総合辞典
日本史大事典
古代史事典
平安時代史事典
日本史用語大事典
日本史広辞典
新版日本史辞典
日本史辞典
日本歴史大事典
日本史事典
日本史事典
日本古代史事典
日本古代史大辞典

吉川弘文館
創元社
河出書房新社
岩波書店
山川出版社
吉川弘文館
平凡社
吉川弘文館
東京創元社
東京書籍
平凡社
大和書房
角川書店
新人物往来社
山川出版社
角川書店
岩波書店
小学館
平凡社
朝倉書店
朝倉書店
大和書房

1908
1954
1959
1957
1957
1962
1983
1986
1990
1991
1993
1993
1994
1995
1997
1999
1999
2000
2001
2001
2005
2006

╳
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
╳
╳
╳
△
△
△
△
△
╳
╳
╳
△
╳
╳
╳
╳
△
△
╳
╳
△
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お　

わ　

り　

に

　

将
門
純
友
の
乱
の
呼
称
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
き
た
の
か
を
み
て
き
た
が
、
承
平
天
慶
の
乱
と
い
う
呼
称
は
比
較
的
新
し
い
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
前
近
代
で
は
将
門
純
友
の
乱
は
天
慶
の
乱
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
く
、
明
治
に

入
っ
て
も
天
慶
の
乱
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
承
平
天
慶
の
乱
の
呼
称
が
多
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
明
治
時
代
後
半
以
降
で
あ

る
。
し
か
し
、
天
慶
の
乱
も
使
用
さ
れ
て
い
て
、
戦
前
ま
で
は
天
慶
の
乱
と
承
平
天
慶
の
乱
の
両
方
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
承
平
天
慶
の

乱
が
定
着
す
る
の
は
戦
後
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
あ
ら
た
め
て
天
慶
の
乱
か
承
平
天
慶
の
乱
か
を
考
え
て
み
る
と
、
乱
の
呼
称
は
や
は
り
天
慶
の
乱
が
適
切

で
あ
ろ
う
。
理
由
の
一
つ
め
は
、
承
平
年
間
と
天
慶
年
間
と
で
は
戦
乱
の
規
模
が
質
的
に
も
量
的
に
も
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
最
初
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
理
由
の
二
つ
め
は
、
承
平
天
慶
の
乱
と
す
る
根
拠
が
も
は
や
失
わ
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
上
述
し
た
よ
う
に
、
承
平
天
慶
の
乱
の
呼
称
が
あ
ら
わ
れ
る
の
は
明
治
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
は
純
友
の
乱
が
承

平
年
間
か
ら
始
ま
る
と
考
え
ら
れ
た
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
周
知
の
よ
う
に
最
近
の
研
究
に
よ
っ
て
こ
の
こ
と
は
す
で
に
否
定
さ
れ
て

い
て
、
も
は
や
承
平
天
慶
の
乱
と
呼
ぶ
積
極
的
な
理
由
は
み
あ
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

天
慶
の
乱
と
い
う
呼
称
は
一
般
的
に
は
ま
だ
な
じ
み
の
な
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
後
は
承
平
天
慶
の
乱
で
は
な
く
天
慶
の
乱
の

呼
称
が
用
い
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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註

（
21
）�
岩
井
忠
熊
「
日
本
近
代
史
学
の
形
成
」（『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
』
別
巻
一
、
一
九
六
八
年
）。

（
22
）�

『
国
史
大
辞
典
』
第
五
巻
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
五
年
、
執
筆
は
大
久
保
利
謙
）。

（
23
）�

三
浦
録
之
助
「
天
慶
の
乱
を
論
ず
」（『
史
学
会
雑
誌
』
三
六
、
一
八
九
二
年
）、
坪
井
九
馬
三
「
天
慶
乱
の
新
史
料
」（『
史
学
雑
誌
』
四
五
、
一
八
九
三

年
）。

（
24
）�

な
お
、
川
上
多
助
『
綜
合
日
本
史
大
系
三　

平
安
朝
史
』
は
、
伊
予
掾
藤
原
純
友
は
任
満
ち
て
も
帰
京
せ
ず
、
承
平
六
年
に
は
日
振
島
を
根
拠
地
と
し

て
官
物
私
財
を
抄
掠
し
て
い
た
と
す
る
一
方
で
、
紀
淑
人
に
よ
る
海
賊
平
定
と
純
友
の
関
係
に
つ
い
て
は
「
純
友
が
淑
人
に
降
参
し
た
こ
と
は
日
本
紀
略
そ

の
他
の
史
籍
に
も
見
え
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
本
朝
世
紀
に
は
海
賊
追
捕
の
宣
旨
を
純
友
に
賜
は
っ
た
こ
と
が
載
せ
て
あ
る
。
そ
れ
で
今
こ
ヽ
に
推
測
を
下
せ

ば
、
淑
人
が
海
賊
平
定
の
方
策
と
し
て
、
朝
廷
に
奏
請
し
て
こ
の
宣
旨
を
賜
は
っ
て
純
友
を
懐
柔
し
、
そ
の
部
下
に
対
し
て
は
、
生
活
の
安
定
を
与
え
て
こ

れ
を
招
撫
し
た
も
の
で
な
か
ろ
う
か
、
帰
降
者
の
中
に
純
友
の
名
を
挙
げ
な
い
の
も
そ
の
た
め
で
あ
ら
う
か
と
思
ふ
。」
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
承
平
六

年
の
追
捕
宣
旨
は
海
賊
首
領
で
あ
る
純
友
へ
の
懐
柔
策
と
す
る
も
の
で
、
後
章
で
み
る
よ
う
に
戦
後
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
考
え
方
で
あ
る
。

（
25
）�

以
下
の
解
説
は
『
国
史
大
辞
典
』
第
五
巻
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
五
年
、
執
筆
は
坂
本
太
郎
）
に
よ
る
。

（
26
）�

承
平
天
慶
の
乱
が
呼
称
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
一
九
〇
二
年
の
中
学
校
教
授
要
目
制
定
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
こ
の

こ
と
は
次
章
で
詳
し
く
述
べ
る
が
、
一
九
〇
二
年
以
降
旧
制
中
学
校
教
科
書
で
は
承
平
天
慶
の
乱
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
た
め
中
学
参
考
書
を

兼
ね
る
概
説
書
で
は
天
慶
の
乱
で
は
な
く
承
平
天
慶
の
乱
と
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
青
木
武
助
『
参
考
日
本
大
歴
史
』、
高
桑
駒
吉
『
日
本
通
史
』
な
ど
は
、

編
目
は
中
学
校
教
授
要
目
に
拠
っ
た
と
あ
る
の
で
、
お
そ
ら
く
は
教
科
書
の
用
語
に
合
わ
せ
る
た
め
承
平
天
慶
の
乱
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
27
）�

小
学
校
・
中
学
校
の
教
科
書
及
び
そ
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
仲
新
『
近
代
教
科
書
の
成
立
』（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
一
年
、
初
出
は
一
九
四
九

年
）、『
日
本
教
科
書
大
系　

近
代
編
』
一
八
―
二
〇
巻
（
講
談
社
、
一
九
六
二
・
一
九
六
三
年
）、
鳥
居
美
和
子
『
教
育
文
献
総
合
目
録　

第
三
集　

明
治

以
降
教
科
書
総
合
目
録　

Ⅰ
小
学
校
編
』（
小
宮
山
書
店
、
一
九
六
七
年
）、
同
『
教
育
文
献
総
合
目
録　

第
三
集　

明
治
以
降
教
科
書
総
合
目
録　

Ⅱ
中

等
学
校
編
』（
小
宮
山
書
店
、
一
九
八
五
年
）、
松
島
栄
一
「
歴
史
教
育
の
歴
史
」（『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
』
別
巻
一
、
一
九
六
八
年
）、
海
後
宗
臣
『
歴
史

教
育
の
歴
史
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
九
年
）、
教
科
書
研
究
セ
ン
タ
ー
編
『
旧
制
中
等
学
校
教
科
内
容
の
変
遷
』（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
八
四
年
）、
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『
明
治
以
降
教
育
制
度
発
達
史
』（
龍
吟
社
、
一
九
三
八
年
）、『
近
代
日
本
教
育
制
度
史
料
』（
講
談
社
、
一
九
五
六
年
）
な
ど
を
参
照
し
た
。
ま
た
、
教
科

書
の
内
容
調
査
は
、
国
立
国
会
図
書
館
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
国
立
教
育
政
策
研
究
所
教
育
図
書
館
、
東
京
書
籍
株
式
会
社
附
設
教
科
書
図
書
館

東
書
文
庫
、
公
益
財
団
法
人
教
科
書
研
究
セ
ン
タ
ー
附
属
教
科
書
図
書
館
、
愛
媛
県
立
図
書
館
、
愛
媛
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
、
愛
媛
大
学
中
央
図
書
館
な

ど
の
教
科
書
画
像
資
料
及
び
実
物
を
用
い
て
行
っ
た
。

（
28
）�

鳥
居
美
和
子
『
教
育
文
献
総
合
目
録　

第
三
集　

明
治
以
降
教
科
書
総
合
目
録　

Ⅰ
小
学
校
編
』（
註
（
27
）
前
掲
書
）
に
は
二
九
九
種
類
の
教
科
書
が

載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
地
図
や
辞
書
風
の
も
の
な
ど
を
除
き
、
こ
こ
に
は
一
八
〇
種
類
の
み
を
掲
げ
た
。
な
お
、
著
者
が
複
数
の
場
合
は
筆
頭
者
の
み
と
し

た
。

（
29
）�

承
平
天
慶
の
乱
と
す
る
の
は
『
改
正
史
略
』
と
『
日
本
略
史
』
で
あ
る
。『
改
正
史
略
』
は
『
史
略
』
を
改
め
た
も
の
、『
日
本
略
史
』
は
先
述
し
た
よ
う

に
三
年
前
に
出
さ
れ
た
『
史
略
』
を
充
実
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。『
史
略
』、『
改
正
史
略
』、『
日
本
略
史
』
は
い
ず
れ
も
木
村
正
辞
の
編
集
だ
が
、
乱
の
呼

称
が
後
二
者
で
は
天
慶
の
乱
か
ら
承
平
天
慶
の
乱
に
変
わ
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
同
じ
く
文
部
省
が
木
村
正
辞
に
編
集
さ
せ
た
一
八
七
七
年
の
『
国
史
案
』

で
は
ま
た
天
慶
の
乱
に
も
ど
っ
て
い
る
。
こ
の
間
の
事
情
は
不
明
だ
が
、
こ
れ
ら
を
除
く
と
次
第
に
乱
の
呼
称
を
天
慶
の
乱
と
す
る
も
の
が
増
え
る
傾
向
に

あ
る
と
い
え
よ
う
。

（
30
）�

一
期
は
一
九
〇
三
年
～
、
二
期
は
一
九
〇
九
年
～
、
三
期
は
一
九
二
〇
年
～
、
四
期
は
一
九
三
四
年
～
、
五
期
は
一
九
四
〇
年
～
、
六
期
は
一
九
四
三
年

～
、
で
あ
る
。
な
お
、
五
期
は
高
等
小
学
校
用
は
な
い
。

（
31
）�

中
学
校
教
科
書
は
、
鳥
居
美
和
子
『
教
育
文
献
総
合
目
録　

第
三
集　

明
治
以
降
教
科
書
総
合
目
録　

Ⅱ
中
等
学
校
編
』（
註
（
27
）
前
掲
書
）
に
載
せ

ら
れ
て
い
る
三
〇
七
種
類
の
教
科
書
の
う
ち
二
七
九
種
類
を
調
査
し
た
が
、
天
慶
の
乱
あ
る
い
は
承
平
天
慶
の
乱
の
用
語
が
み
え
な
い
も
の
や
同
一
教
科
書

の
改
訂
版
（
呼
称
が
同
じ
場
合
）
な
ど
は
表
か
ら
省
い
た
。
な
お
、
著
者
が
複
数
の
場
合
は
、
筆
頭
者
の
み
掲
げ
た
。

（
32
）�

中
学
校
教
授
要
目
は
そ
の
後
一
九
一
一
年
、
一
九
三
一
年
、
一
九
三
七
年
、
一
九
四
三
年
に
改
定
さ
れ
る
。
一
九
一
一
年
の
改
定
で
項
目
は
約
半
分
に
減

る
が
、「
承
平
天
慶
ノ
乱
」
は
残
さ
れ
て
い
る
。
一
九
三
一
年
以
降
は
さ
ら
に
簡
略
化
が
進
み
、「
承
平
天
慶
ノ
乱
」
の
項
目
は
な
く
な
る
。　

（
33
）�

前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
明
治
二
〇
年
代
ま
で
は
天
慶
の
乱
の
呼
称
が
一
般
的
だ
っ
た
の
で
、
一
八
九
八
年
の
尋
常
中
学
校
教
科
細
目
調
査
報
告
書
で
承

平
天
慶
の
乱
が
採
用
さ
れ
た
の
は
学
界
の
研
究
動
向
に
よ
る
も
の
と
は
考
え
に
く
い
。
紙
数
の
関
係
上
詳
細
は
省
く
が
、
早
く
か
ら
承
平
天
慶
の
乱
と
し
て



五
五

天
慶
の
乱
と
承
平
天
慶
の
乱
㈡

い
る
新
保
磐
次
『
小
学
日
本
史
』（
一
八
八
八
年
）
が
実
質
的
に
は
新
保
磐
次
と
三
宅
米
吉
の
共
著
で
あ
っ
た
こ
と
、
尋
常
中
学
校
教
科
細
目
調
査
の
歴
史

科
調
査
委
員
に
三
宅
米
吉
の
名
前
が
み
え
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
れ
に
は
三
宅
米
吉
の
意
向
が
関
わ
っ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

（
34
）�
一
九
四
四
年
の
国
定
教
科
書
『
中
等
歴
史
』
に
は
乱
の
呼
称
は
み
え
な
い
が
、
一
九
四
五
年
の
『
歴
史　

皇
国
編
』
で
は
承
平
天
慶
の
乱
と
さ
れ
て
い

る
。

（
35
）�

戦
後
の
高
校
・
中
学
校
の
教
科
書
の
種
類
及
び
使
用
年
度
に
つ
い
て
は
、
公
益
財
団
法
人
教
科
書
研
究
セ
ン
タ
ー
附
属
教
科
書
図
書
館
の
教
科
書
目
録

情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
用
い
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
高
校
日
本
史
教
科
書
は
三
一
六
種
類
あ
る
が
、
一
九
九
四
年
か
ら
使
用
さ
れ
て
い
る
日
本
史
Ａ
（
二
九
種

類
）
は
、
前
近
代
の
記
述
が
き
わ
め
て
簡
略
あ
る
い
は
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
こ
の
表
の
対
象
外
と
し
た
。
な
お
、
使
用
開
始
年
度
を
各
教
科
書
の
年
次
と

し
た
。

（
36
）�

柴
田
実
『
最
新
日
本
史
』（
文
英
堂
、
一
九
五
五
年
）、
同
『
最
新
日
本
史　

改
訂
版
』（
同
、
一
九
五
八
年
）。

（
37
）�

前
掲
の
教
科
書
目
録
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
と
戦
後
の
中
学
校
歴
史
教
科
書
は
約
二
〇
〇
種
類
あ
る
。
こ
の
う
ち
天
慶
の
乱
と
す
る
も
の
は

一
九
五
〇
年
代
に
二
種
類
、
承
平
天
慶
の
乱
と
す
る
も
の
は
一
九
五
〇
―
一
九
七
〇
年
代
に
一
〇
種
類
あ
る
。
ま
た
将
門
の
乱
を
天
慶
の
乱
と
す
る
も
の
が

一
九
五
〇
年
代
に
三
種
類
（
著
者
・
出
版
社
は
同
じ
）
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
多
く
は
本
文
で
は
な
く
頭
注
や
脚
注
で
の
注
記
で
あ
る
。
な
お
、
戦
後

の
小
学
校
教
科
書
に
は
将
門
純
友
の
乱
の
記
述
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
ず
、
あ
っ
て
も
名
前
が
記
さ
れ
る
程
度
で
あ
る
。

　

※
本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
二
二
五
二
〇
六
七
七
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。


